基調講演 : 防災・災害復興に活かす女性の視点・女性の力 (平成17年度女性の学習国際フォーラム「災害と女性のエンパワーメント」) by 清原 桂子
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基 調 講 演
防災・災害復興に活かす女性の視点・女性の力
−阪神・淡路大震災後の10年−
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基調講演
い思いをしていた子どもたちが本当に生き生きと参加
しただけでなく、高齢者の方々も見ちがえるように元
気になっていかれました。
　誰をも一方的に助けられる側にしてしまうのではな
く、助けたり、助けられたりという関係をぜひ地域で
つくっていきたいと考え、現在県内に約450ある障害
者の授産施設や作業所でつくったクッキーや石けんな
どを、品質や包装についてのプロの指導体制も組ん
で、楽天などのインターネット市場や通販の会社で販
売するということも始めています。これには庁内から
も、県庁が個別企業と手を組むということについて批
判もありましたが、民と官の協働という震災後の経験
があってスタートさせたものです。
　そういう意味で、地域のなかで女性も男性も、高齢
者も若者も、子どももおとなも、障害のある人もない
人も、外国の人も、あらゆる人々がまじりあって暮ら
す（ノーマライゼーション）のはもちろんのこと、ひ
とりひとりが自分のできることで社会の担い手になり
主役になって生きていき、助けたり、助けられたりと
いう社会をつくりたいということで、ユニバーサル社
会課というものを昨年の4月に新設をいたしました。
このユニバーサル社会課を事務局として、知事を本部
長とするユニバーサル社会づくり推進本部を立ち上
げ、現在取り組んでいるところです。
３）ふだんから使っていないものは、危機のときも使
えない
　私たちが震災のときに何よりも痛感したのは、ふだ
んから使っていないものは危機のときも使えないとい
うことです。1年に1回、年中行事として防災訓練を
やっているだけでは、いざというとき役に立たない。
防災のまちづくり、減災のまちづくりのために、やる
気のある人に手をあげてもらってふだんから活躍して
おいてもらう、使える場所はふだんから使っておく、
ふだんから情報をパッケージで出しておく、といった
ことが行われていてこそ、危機の時にも回っていきま
す。そのために、「人」「場所」「もの」「資金」「情報」
などのニーズ（～してほしい）とシーズ（～できる）
のコーディネートやマッチングのできるしくみづくり
にも、今取り組んでいるところです。
４）ひらかれた意識。関係をつくる力。ちがいを楽しむ。
今を楽しむ。
　女だから、男だから、子どもだから、高齢者だから、
障害者だから、という固定的な意識にとらわれない、
柔軟で開かれた意識も、危機のときには特に大切です。
自立というのは自分で自分のことをなんでもできると
いう意味ではない。そんな人はもともといませんし、
まして、震災のときには、みんながいろんなことがで
きなくなりました。誰でもできることもできないこと
もある。大切なことは、助けたり、助けられたりとい
う関係をつくる力であって、その力をもつことこそが
自立なんだ、ということも、私たち被災地が学んだこ
とです。
　また、厳しい状況のなかで、意見がちがうからと排
除したり、グループが分裂したり、といったことも、
実際にはありましたし、今もありますけれども、そう
ではなくて、ちがう意見があるのが当たり前であって、
ちがう意見があるからこそ面白いし、楽しい。ちがい
を楽しむ、と思うことも気持ちを楽にしてくれます。
あわせて、いつか来る楽しい将来のためにいまは苦し
くても、つらくてもと、みけんにタテじわを寄せて取
り組むのではなくて、タテマエ、タテじわ、タニンゴ
トという「3つのタ」で取り組むのではなくて、今を楽
しみつつ、民の力と官の力を合わせて取り組んでいき
たい。未曾有の大災害であった阪神・淡路大震災を経
験した兵庫県から、それゆえにこそ新しい時代を切り
開く取り組みを発信していきたいと思います。

